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SPECIAL
特
集

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

Ｑ　

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
山　

東
広
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
内
山

と
申
し
ま
す
。

寺
田　

東
志
和
小
学
校
区
住
民
自
治

協
議
会
で
副
会
長
を
や
っ
て
お
り
ま

す
寺
田
と
申
し
ま
す
。

石
井　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト

の
石
井
と
申
し
ま
す
。
災
害
支
援
の

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
の
事
務
局
を
、
中
央
共
同
募
金
会

と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
の
が
私
ど
も

の
法
人
で
す
。

石
丸　

東
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
の
石
丸
と
申
し
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
様
な
組
織
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

内
山　

一
定
規
模
の
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
地
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
、
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
被
災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
聞
き

取
り
や
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
す
る
と
い
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
ま
れ
た
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
丸　

ボ
ラ
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
は
5

つ
の
柱
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
①
顔
の
見
え
る
「
関
係
づ
く

り
」、
②
被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
ボ

重光議員、岩崎議員が聞く

東広島市被災者生活
サポートボラネット
推進委員会

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　東広島市内で大規模な災害が発生した時に、
被災者を速やかにサポートできる体制づくり
を行っている、「被災者生活サポートボラネッ
ト推進委員会」委員の方にお話を伺いました。

※平成30年６月29日に取材したものです。

東広島市被災者生活
サポートボラネット推進委員会

委員　石
いし

井
い

　布
ふ

紀
き

子
こ
さん

東広島市被災者生活
サポートボラネット推進委員会

委員長　内
うち

山
やま

　和
かず

美
み
さん

東広島市被災者生活
サポートボラネット推進委員会

委員　寺
てら

田
だ

　清
きよ

秀
ひで
さん

東広島市被災者生活
サポートボラネット推進委員会

委員　石
いし

丸
まる

　敏
とし

和
かず
さん

プロフィール
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ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
ル
ー
ル
づ
く

り
」、③
被
災
時
に
求
め
ら
れ
る
「
人

づ
く
り
」、
④
防
災
・
減
災
へ
の
「
情

報
づ
く
り
」、⑤
被
災
者
生
活
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
拠
点
づ

く
り
」
で
す
。

寺
田　

地
域
に
つ
い
て
の
実
情
で
は

地
元
の
住
民
と
社
会
福
祉
施
設
等
の

人
が
共
同
で
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）
等
の
訓
練
を
行
い
、
問
題
を
共

有
し
ま
す
。そ
う
い
っ
た
関
連
す
る
人

が
お
互
い
を
理
解
し
あ
っ
て
い
な
い

と
、混
乱
時
に
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　

今
後
取
り
組
み
た
い
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
丸　

新
し
い
取
り
組
み
に
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
災
害
が
発

生
し
た
時
、
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
需
給
調
整
で
き
る
よ

う
、
平
常
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
を
登
録
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

Ｑ　

行
政
に
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

石
井　

行
政
に
求
め
る
こ
と
は
5
つ

あ
り
ま
す
。①
行
政
が
費
用
を
負
担

し
て
く
れ
て
一
番
助
か
る
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
で
す
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
は
地
域
防

災
計
画
に
書
い
て
あ
る
の
で
、費
用
を

負
担
し
て
く
だ
さ
る
市
町
村
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。②
次
に
大
型
の
輸
送

車
両
。軽
ト
ラ・ワ
ゴ
ン
車・マ
イ
ク
ロ

バ
ス
等
を
、運
転
手
も
含
め
必
要
に

応
じ
て
行
政
の
方
が
負
担
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。③
ま

た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
拠
点
と
し

て
、公
的
な
拠
点
を
素
早
く
お
借
り

で
き
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
が
で
き

ま
す
。④
そ
の
他
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と

土
の
う
は
行
政
が
提
供
し
て
、運
営

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
応
援
す
る
と
い

い
形
に
な
り
ま
す
。⑤
い
ざ
と
な
っ
た

と
き
は
、地
域
が
大
事
で
す
が
、地
域

の
資
源
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
、地

域
、社
協
、行
政
、大
学
、企
業
、地
元
の

マ
ス
コ
ミ
等
が
、被
災
者
を
速
や
か
に

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
関
係
を
日

常
か
ら
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で

す
。こ
う
い
う
活
動
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、ま
ず
市
民
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①　インタビュー風景
②　委員会の様子
③　 避難所運営ゲーム（HUG）で使用す

るカード
④　 避難所運営ゲーム（HUG）を行って

いる様子
⑤　 ボラネット事業の財源に活用している

赤い羽根募金支援自動販売機

❶

❷

❸

❹ ❺
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一 般 質 問
「
教
育
環
境
」
の
充
実
と

　
「
生
活
環
境
」
の
見
直
し 質問した項目

■学校図書館について
■浄化槽設置整備事業について

北
きた　ばやし

林　光
み つ

昭
あ き

（清新の会）

全
て
の
小
学
校
に
学
校

司
書
の
配
置
を

質　

問

　

現
在
、
市
内
小
学
校
36
校
に
6

人
の
学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
、
1

人
で
6
校
を
巡
回
し
て
い
る
。
こ

れ
で
は
事
業
効
果
に
疑
問
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
。
児
童
の
「
読
む

ち
か
ら
」
を
育
て
る
た
め
に
も
、

学
校
司
書
を
適
切
に
配
置
し
、
専

門
職
と
し
て
の
司
書
の
処
遇
も
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考

5
か
年
計
画
」
で
は
、
1.5
校
に
1

人
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
こ
れ
を
目
指
し
た
い
。
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
報
酬
見
直
し

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
と

下
水
道
整
備
の
関
係
は

質　

問

　

下
水
道
未
普
及
解
消
整
備
計
画

を
昨
年
度
策
定
し
、
下
水
道
事
業

の
可
能
性
が
あ
る
地
域
を
絞
り
込

み
、
実
現
可
能
な
下
水
道
計
画
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、

新
た
に
浄
化
槽
の
需
要
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
出
て
き
た
が
、
新
築

補
助
は
終
了
し
、
改
築
補
助
の
み

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
市

の
考
え
方
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

浄
化
槽
設
置
補
助
に
つ
い
て
、

生
活
雑
排
水
の
処
理
が
な
さ
れ
な

い
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
早
期
転
換
を
促
進

し
て
い
る
。
下
水
道
計
画
区
域
の

縮
小
に
よ
っ
て
新
た
に
浄
化
槽
区

え
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

学
校
司
書
の
配
置
目
標
と
し
て
、

国
の
「
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等

域
と
な
っ
た
地
域
は
、
従
来
か
ら

補
助
の
対
象
で
あ
り
、
改
築
補
助

を
通
じ
て
事
業
推
進
を
図
る
。

移
住
定
住
促
進
と
浄
化
槽

補
助
の
関
係
は

質　

問

　

東
広
島
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

沢
山
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
願
わ

く
ば
東
広
島
市
民
に
な
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
暮
ら
し
や
す
さ
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
受
け
入
れ
る

側
の
仕
事
で
あ
る
。
生
活
の
ベ
ー

ス
と
な
る
合
併
処
理
浄
化
槽
は
そ

の
中
心
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
移

住
定
住
促
進
と
浄
化
槽
新
築
補
助

打
ち
切
り
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

総
務
省
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

移
住
定
住
先
を
選
定
す
る
最
も
重

要
な
要
素
は「
仕
事
が
あ
る
こ
と
」

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
創
業
・
就
業
支
援
等
の
補
助

金
を
創
設
し
た
。
浄
化
槽
新
築
補

助
の
打
ち
切
り
の
影
響
は
大
き
く

な
い
と
考
え
て
い
る
。

市内小学校の図書室
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一 般 質 問
企
業
誘
致
・
留
置
に
よ
る

　

財
務
基
盤
の
強
靭
化
！ 質問した項目

■ 財政状態の現状認識と課題につ
いて

■ 企業誘致・留置による財政基盤
の強靭化について

■交差点整備の新発想！

天
あ ま

野
の

　正
ま さ か つ

勝
（創志会）

新
た
な
産
業
団
地
整
備
と

民
間
開
発
支
援
制
度

質　

問

　

公
的
産
業
団
地
完
売
後
1
年
半

が
経
過
し
た
が
、
新
た
な
候
補
地

選
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
民
間
開
発
を
促
す

た
め
、
豊
田
市
が
行
っ
て
い
る
民

間
開
発
支
援
制
度
を
本
市
に
構
築

し
て
は
ど
う
か
。

財
政
状
態
の
現
状
認
識
と

課
題
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
は
、
財
政
調
整
基
金
が
134

億
円
あ
る
が
、
一
方
で
5
，
9
0

0
億
円
の
有
形
固
定
資
産
を
有
す

る
。
将
来
の
資
金
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
基
金
の
一
層
の
充
実
を
図
る

必
要
は
な
い
か
。
ま
た
、
新
地
方

公
会
計
の
本
格
導
入
に
つ
い
て
問

う
。答　

弁
／
多
田
副
市
長

　
　
　
　

江
口
財
務
部
長

　

将
来
の
フ
ル
コ
ス
ト
の
見
え
る

化
は
、
特
に
重
視
し
た
い
視
点
で

あ
る
。
今
後
、
自
主
財
源
の
拡
大

を
基
礎
と
し
、
基
金
の
あ
り
方
も

明
確
に
し
た
い
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
新
地
方
公
会
計
の
先
進
地
視

察
等
を
計
画
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
検
討
を
進
め
た
い
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交

差
点
の
導
入
検
討
提
案

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

木
原
産
業
部
長

　

昨
年
3
箇
所
の
概
略
設
計
を

行
っ
た
が
、
諸
課
題
に
よ
り
選
定

に
至
っ
て
い
な
い
。
短
期
・
中
期
・

長
期
の
視
点
を
見
据
え
、
戦
略
的

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
選
定
を

進
め
た
い
。
ま
た
、
民
間
開
発
支

援
制
度
も
、
先
進
事
例
や
民
間
業

者
の
意
向
を
把
握
し
つ
つ
、
本
市

と
し
て
の
最
も
効
果
的
な
制
度
の

検
討
を
進
め
る
。

質　

問

　

信
号
機
の
な
い
円
形
交
差
点
が
、

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
導
入

可
能
に
な
っ
た
。
安
全
性
が
高
く
、

渋
滞
対
策
に
も
な
り
、
災
害
に
も

強
い
交
差
点
と
い
わ
れ
て
い
る
。

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
先
灘
建
設
部
長

　

渋
滞
緩
和
、
安
全
性
の
向
上
、

停
電
の
影
響
を
受
け
な
い
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
国
内
で
も
近
年

設
置
個
所
が
増
加
し
て
い
る
。
広

島
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
く

な
ど
、
導
入
可
能
性
を
検
討
し
た

い
。
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一 般 質 問
行
政
改
革
と
民
間
連
携
の

　
　
　
　

最
適
化
に
つ
い
て

質問した項目
■行政改革
■資源循環型社会

高
た か

橋
は し

　典
の り

弘
ひ ろ

（威信会）

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
営
化
に
つ
い
て

質　

問

　

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化

制
度
は
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間

の
主
体
と
連
携
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
と
も
に
担
い
、「
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
」
を
市
民
に
提
供
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、「
ス
リ
ム

な
市
役
所
」
の
実
現
も
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
市
が
実
施
し
て
い
る

す
べ
て
の
事
業
を
対
象
に
企
業
、

で
あ
る
と
と
も
に
、「
民
間
の
創

意
工
夫
し
た
提
案
内
容
が
市
民
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
民
営
化

す
る
」
と
い
う
市
民
起
点
の
考
え

に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
た
め
、
意

義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本

市
に
と
っ
て
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ

ス
民
営
化
制
度
を
ど
の
よ
う
な
形

で
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
先

進
事
例
や
そ
の
課
題
も
含
め
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

質　

問

　

焼
却
ご
み
の
50
％
以
上
の
生
ご

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
か

ら
提
案
を
募
集
し
、コ
ス
ト
、サ
ー

ビ
ス
の
質
を
総
合
的
に
審
査
し
、

市
が
実
施
す
る
よ
り
市
民
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
と
判
断
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
委
託
・
民
営
化
を
進
め
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
倉
本
総
務
部
長

　

こ
の
制
度
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
が
多
様
な
主
体
へ
と
広
が

り
、
市
民
協
働
、
官
民
連
携
の
取

り
組
み
と
し
て
も
先
進
的
な
事
例

み
を
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
で
優
良
た

い
肥
化
し
よ
う
と
す
る
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
民
間
専
門
企
業
と
の
連
携

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

先
進
都
市
」
と
し
て
焼
却
ご
み
半

減
、
再
資
源
化
率
50
％
ア
ッ
プ
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

現
在
、
東
広
島
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
た
い

肥
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
事
業

系
食
品
残
渣
の
基
礎
調
査
や
北
部

3
町
の
家
庭
系
食
品
残
渣
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
全
国
の
生
ご
み
た

い
肥
化
事
例
調
査
を
す
る
こ
と
で
、

た
い
肥
化
の
量
、
収
集
コ
ス
ト
、

処
理
コ
ス
ト
、
た
い
肥
化
後
の
活

用
方
法
な
ど
を
比
較
検
討
し
た
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
生

ご
み
の
た
い
肥
化
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
た
い
。

東御市生ごみリサイクル施設
「エコクリーンとうみ」二次発酵槽
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一 般 質 問
ハ
コ
モ
ノ
を
建
て
る
な
ら

　

美
術
館
よ
り
福
祉
施
設
を

質問した項目
■大型事業について
■ゴミ行政について
■雇用対策について
■福祉行政について

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

美
術
館
建
設
の
賛
否
両
論

に
対
応
す
べ
き

質　

問

　

合
併
特
例
債
活
用
事
業
の
一
つ

で
あ
る
美
術
館
建
設
に
は
慎
重
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
國
廣
生
涯
学
習
部
長

　

新
美
術
館
建
設
は
、
現
美
術
館

の
老
朽
化
や
狭
隘
化
と
い
っ
た
課

題
に
も
早
急
に
対
応
す
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想
・

50
％
以
上
に
達
す
る
非
正

規
雇
用
対
策
を
！

質　

問

　

本
市
非
正
規
職
員
数
が
50
％
以

上
に
上
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
法

律
成
立
を
受
け
処
遇
改
善
を
求
め

る
。答　

弁
／
倉
本
総
務
部
長

　

正
規
職
員
は
も
と
よ
り
、
臨
時

的
任
用
職
員
や
非
常
勤
職
員
も
、

重
要
な
人
材
・
戦
力
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
働
き
方
の
多
様
性
を
尊
重

し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
強
い
意
欲

と
高
度
な
知
識
・
能
力
を
持
ち
、

そ
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
や
環
境
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

増
え
続
け
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
待
機
者

質　

問

　

新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
設
計
画
が
必
要
。
今
後
の
対

応
を
求
め
る
。

基
本
計
画
を
策
定
し
、
昨
年
3
月

に
作
成
し
た
基
本
設
計
と
と
も
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
も
踏
ま
え
て
、
本
年
3
月
に
実

施
設
計
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
隣
接
す
る
東
広
島
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
く
ら
ら
や
中
央
公
園
、
さ

ら
に
は
酒
蔵
地
区
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
市
民
の
創
造
的
な
芸

術
・
文
化
活
動
を
育
む
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

状
況
と
市
内
の
施
設
整
備
状
況
、

並
び
に
平
成
28
年
度
の
入
退
所
者

数
が
約
260
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘

案
し
た
結
果
、
現
状
の
施
設
で
受

け
入
れ
は
可
能
と
考
え
て
お
り
、

当
面
新
た
な
施
設
整
備
は
見
込
ん

で
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
2

0
2
5
年
に
は
要
介
護
3
以
上
の

認
定
者
数
が
約
3
，
0
0
0
人
に

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
初
め
と
す

る
施
設
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

特別養護老人ホームときわ
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一 般 質 問
八
本
松
駅
周
辺
の

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 質問した項目

■安心して暮らせるまちづくり

大
だ い

道
ど う

　博
ひ ろ

夫
お

（創志会）

八
本
松
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

質　

問

　

こ
の
事
業
は
過
去
に
27.8 

ha
か
ら

10.6 

ha
の
見
直
し
案
が
提
示
さ
れ
平

成
29
年
3
月
に
事
業
計
画
が
決
定

さ
れ
た
が
、
今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

平
成
30
年
度
末
に
仮
換
地
を
指

定
し
、
そ
の
後
建
物
補
償
調
査
を

実
施
計
画
に
よ
る
と
、
幼
稚
園
と

保
育
所
を
平
成
32
年
度
に
廃
止
し
、

民
間
が
運
営
す
る
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
目
指
す
と
あ
る
が
、

そ
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

こ
の
再
編
計
画
は
、
八
本
松
中

央
幼
稚
園
の
移
転
に
併
せ
、
両
施

設
を
統
合
し
、
平
成
32
年
度
に
民

設
民
営
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
八
本
松
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
新
施
設
の
候
補
地
の
1
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
る
も
の
で
、

そ
の
場
合
、
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

開
始
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
順
次

移
転
補
償
、
造
成
工
事
を
進
め
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　

調
整
池
の
整
備
は
平
成
32
年
度

か
ら
優
先
し
て
工
事
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
、
平
成
42
年
度
末
の
土

地
区
画
整
理
事
業
完
了
へ
向
け
、

鋭
意
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

八
本
松
中
央
幼
稚
園
と

川
上
西
部
保
育
所
再
編

質　

問

　

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
係
る

完
了
が
前
提
と
な
る
た
め
、
新
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
、
開
園
は
1
年
か
ら
2
年
程

度
遅
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八
本
松
地
域
セ
ン
タ
ー

整
備
の
進
捗
に
つ
い
て

質　

問

　

同
じ
く
公
共
施
設
の
適
正
配
置

に
係
る
実
施
計
画
に
よ
る
と
、
八

本
松
出
張
所
は
近
隣
施
設
に
機
能

移
転
し
、
八
本
松
地
域
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
協
議
調
整
し
、
平
成
32

年
度
に
複
合
化
施
設
と
す
る
と
あ

る
が
、
そ
の
進
捗
及
び
予
定
地
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

現
在
関
係
部
局
に
お
い
て
建
設

場
所
、
機
能
、
施
設
規
模
等
を
検

討
し
て
お
り
、
区
画
整
理
事
業
な

ど
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め

る
。
な
お
、
方
向
性
が
ま
と
ま
り

次
第
、
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
伺

う
機
会
を
設
け
、
地
元
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

八本松駅前の整備対象地域
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一 般 質 問
市
民
に
寄
り
添
う

　
　

自
治
体
で
あ
る
べ
き
！

遊休農地

質問した項目
■農業を取り巻く環境について
■東広島市の浄化槽行政について
■ エンディングプラン・サポート
事業（官民連携の終活支援につ
いて）

岡
お か

田
だ

　育
い く そ う

三
（創志会）

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
遊
休
農
地
の
解
消
策
、

及
び
農
業
の
振
興
・
農
用
地
の
維

持
管
理
施
策
等
の
活
動
計
画
の
進

捗
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
集
落
の
話
し
合
い
を
基
軸
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
創

営
の
多
角
化
、
新
規
就
農
者
育
成

に
よ
る
農
業
後
継
者
問
題
の
解
消

等
を
推
進
し
、
農
村
の
活
性
化
と

遊
休
農
地
の
解
消
を
目
指
し
て
ま

い
り
た
い
。

本
市
の
浄
化
槽
行
政
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

質　

問

　

浄
化
槽
の
設
置
は
、
建
物
面
積

に
よ
っ
て
人
槽
が
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進

む
中
で
、
実
情
と
乖
離
し
た
状
況

で
の
維
持
管
理
が
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

住
宅
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
は
、

居
住
人
員
で
は
な
く
、
住
宅
の
規

模
に
見
合
う
排
水
処
理
設
備
を
備

え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
居
住
人
数
が
減
少
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
維
持
管
理
に
関
す

る
負
担
が
軽
く
な
ら
な
い
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
浄
化
槽
の
維
持
管

出
と
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ

た
効
率
的
な
農
地
集
積
に
よ
り
農

地
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
園

芸
作
物
等
の
導
入
支
援
に
よ
る
経

理
に
か
か
わ
る
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
認
識
を
し
て
お
り
、
広
島
県

や
他
市
町
と
の
意
見
交
換
な
ど
も

重
ね
な
が
ら
、
国
に
対
し
、
改
善

を
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

官
民
連
携
の
※
終
活
支
援

に
つ
い
て

質　

問

　

人
生
の
最
期
を
穏
や
か
に
過
ご

し
た
い
と
考
え
る
方
の
中
に
は
、

自
身
の
終
活
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
方
も
少
な
く
な
い
と
想
像
す
る

が
、
官
民
連
携
に
よ
る
終
活
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
作
成
中
の
※
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
利
用
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
促
し
、
そ
の
中
で
、

必
要
に
応
じ
て
民
間
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
情
報
を
提
供
し
て
い
き

な
が
ら
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

※〔用語解説〕
終活： 人生の最期を迎えるに当たり、葬儀や相続などについての希望をまとめ整理しておくこと。
エンディングノート：終活内容を記しておくノート。
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一 般 質 問
一
般
質
問
に
対
す
る

　
　
　
　

答
弁
の
検
証

質問した項目
■ ユニバーサル農業（農福連携）
について

■救急医療体制について

石
い し

原
は ら

　賢
け ん

治
じ

（市民クラブ）

農
福
連
携
（
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
農
業
）
の
取
組
は

質　

問

　

昨
年
の
第
2
回
定
例
会
で
、
高

齢
化
等
に
伴
う
農
業
労
働
力
の
確

保
が
課
題
と
な
る
中
、
障
害
の
あ

る
方
の
力
を
借
り
る
こ
と
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
の
認
識

を
示
さ
れ
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

農
福
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
今

後
検
討
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

野
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

農
業
法
人
と
障
害
者
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
側
と
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
側
の
相
互
理
解

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
情
報
交
換

の
場
を
継
続
的
に
設
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
機
会

の
創
出
に
努
め
た
い
。

夜
間
・
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

設
置
の
進
捗
は

質　

問

　

医
師
の
確
保
の
見
通
し
は
立
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
医
師
会
の
協

力
、
医
療
機
関
の
協
力
は
確
約
で

き
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
が
な
け

れ
ば
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。
昨
年
第
2
回
と
本

年
第
1
回
定
例
会
で
も
質
問
し
た

が
、
現
時
点
で
の
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

本
年
3
月
、
東
広
島
地
区
医
師

会
の
会
員
に
対
し
説
明
会
を
実
施

し
た
が
、
市
が
専
任
の
医
師
を
確

保
し
、
こ
れ
に
医
師
会
が
協
力
す

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

社
会
福
祉
施
設
と
調
整
し
た
結

果
、
西
条
柿
の
活
用
に
よ
る
渋
柿

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
進
展
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
後
継
者
が
不

在
の
た
め
、
廃
園
と
な
り
か
け
た

柿
園
に
お
い
て
、
主
に
青
柿
の
収

穫
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
収
穫

し
た
青
柿
を
つ
ぶ
し
て
柿
渋
を
作

ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
そ
れ
を
活

用
し
た
染
物
の
制
作
な
ど
、
6
次

産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
視

る
方
向
で
の
実
現
を
望
む
と
の
強

い
要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
島

大
学
か
ら
は
、
初
期
救
急
医
療
機

関
に
対
す
る
医
師
派
遣
は
す
べ
て

お
断
り
し
て
い
る
と
返
答
さ
れ
た
。

ま
た
、
広
島
県
か
ら
は
、
ま
ず
は

地
元
の
開
業
医
並
び
に
勤
務
医
等

に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
助

言
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

特
に
不
足
す
る
小
児
科
医
の
確
保

が
で
き
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置

が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
と
考
え

て
お
り
、
現
在
、
地
元
で
小
児
科

を
専
門
と
す
る
開
業
医
並
び
に
勤

務
医
等
に
対
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
の

出
務
意
向
を
含
め
、
要
請
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
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一 般 質 問
安
心
安
全
で

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 質問した項目

■がん対策
■通学路安全対策
■観光振興

小
お

川
が わ

　宏
ひ ろ

子
こ

（公明党）

若
い
世
代
の
が
ん
対
策

質　

問

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

15
歳
か
ら
39
歳
の
思
春
期
・
若
者

世
代
（
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
）
で
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
人
の
数
は
、
年
間

2
万
1
千
4
百
人
に
上
る
と
の
推

計
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
世
代

の
が
ん
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
明
ら

か
に
な
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
が
、

今
回
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
基
に
、

診
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
的
確
な

り
と
思
い
を
受
け
と
め
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪

防
止
強
化
対
策

質　

問

　

現
在
補
助
対
象
と
な
る
防
犯
灯

の
設
置
間
隔
は
100
ｍ
で
あ
る
。
夕

方
、
通
学
路
を
歩
い
て
み
た
が
、

薄
暗
い
箇
所
も
あ
り
、
設
置
間
隔

50
ｍ
で
も
補
助
対
象
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
倉
本
総
務
部
長

　

現
行
の
基
準
を
維
持
し
つ
つ
も
、

よ
り
児
童
生
徒
の
安
全
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
防
犯
上
の
観
点
等
か

ら
通
学
路
の
実
情
を
勘
案
し
た
運

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
永
水
源
地
の
観
光
地

対
策

質　

問

　

三
永
水
源
地
を
魅
力
あ
る
観
光

の
拠
点
と
し
て
有
効
活
用
し
て
は

ど
う
か
、
と
の
同
僚
議
員
の
過
去

の
一
般
質
問
に
対
し
、
水
源
地
の

対
策
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
が
、
本
市
に
お
け
る
支
援
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

若
い
世
代
の
が
ん
患
者
特
有
の

課
題
で
あ
る
子
育
て
や
就
労
等
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
対
策

が
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

若
い
世
代
の
が
ん
患
者
の
支
援
に

つ
い
て
、
本
市
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
が
ん
患
者
や

家
族
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
し
っ
か

所
有
者
で
あ
る
呉
市
と
の
関
係
も

あ
り
今
後
の
検
討
材
料
と
し
て
ま

い
り
た
い
、
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
何
か
進
捗
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

ま
ず
は
本
水
源
地
の
藤
を
以
前

の
よ
う
に
再
生
で
き
る
か
ど
う
か

を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
呉
市
で
協
力
し
て
現
地
調

査
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
、
将
来
的
な
対
応
や
必

要
な
経
費
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

件
を
勘
案
し
つ
つ
呉
市
と
協
議
を

し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
。

三永水源地入口
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一 般 質 問
広
島
県
イ
ン
フ
ラ
工
事

　
　
　

未
整
備
案
件
の
完
遂

質問した項目
■ 東広島市内広島県インフラ工事
未整備案件の完遂について

■ごみ行政について
■公衆トイレ行政について
■小学校の統廃合について
■高齢者行政について

大
お お た に

谷　忠
た だ ゆ き

幸
（高志会）

昭
和
※
隧ず

い
ど
う道
崩
落
回
避
に

つ
い
て

質　

問

　

市
と
県
の
境
界
領
域
に
位
置
付

け
ら
れ
、
見
放
さ
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
案
件
が
多
数
あ
る
。
市

長
な
ら
、
市
だ
、
県
だ
と
責
任
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
抜
本
的

な
解
決
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
高
屋
町
宮
領
に
あ
る
昭
和
隧

道
崩
落
回
避
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

に
あ
り
、
ど
う
い
う
状
態
で
維
持

管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
を
評
価
把

握
し
て
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
複
合
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
弱
者

の
た
め
の
公
衆
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
検

索
シ
ス
テ
ム
を
市
が
構
成
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　
「
公
衆
ト
イ
レ
情
報
」
を
※
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
中
で
活
用
で
き
る

よ
う
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
既
に
あ
る
民
間
の
「
ト
イ
レ

検
索
サ
ー
ビ
ス
」
等
を
通
じ
て
、

答　

弁
／
加
藤
都
市
部
長

　

市
と
し
て
は
、
県
に
対
し
て
、

引
き
続
き
点
検
等
を
し
っ
か
り
と

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
ト
ン
ネ
ル

の
保
全
及
び
必
要
に
応
じ
た
改
修

に
つ
い
て
依
頼
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
の

作
製
に
つ
い
て

質　

問

　

市
内
の
公
衆
ト
イ
レ
が
、
ど
こ

市
民
・
観
光
客
等
へ
の
最
適
な
情

報
提
供
が
可
能
と
考
え
る
。

シ
ャ
フ
ト
炉
が
ご
み
収
集
・

分
別
を
最
適
化

質　

問

　

平
成
32
年
度
稼
働
予
定
の
シ
ャ

フ
ト
式
ガ
ス
化
溶
融
炉
は
『
注
射

針
』
か
ら
『
ボ
ー
リ
ン
グ
の
玉
』

ま
で
処
理
で
き
る
す
ぐ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
溶
融
炉
導
入
に
伴

う
ご
み
の
収
集
・
分
別
の
最
適
化

に
対
し
て
、
市
内
外
で
の
早
急
な

議
論
を
開
始
す
る
こ
と
を
切
望
す

る
が
、
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
の
分
別
区
分
を
考
え
て
い

く
上
で
は
、
現
在
の
3
Ｒ
を
推
進

し
た
分
別
区
分
を
基
本
と
し
つ
つ
、

よ
り
天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、

環
境
へ
の
負
荷
が
低
減
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
、
効
果
的
・
効
率
的

な
分
別
区
分
と
な
る
よ
う
に
広
島

中
央
環
境
衛
生
組
合
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
・
調
整
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公衆トイレ

※隧道・・・トンネルの別名
※（ソフトウェア）・・・「公衆トイレ情報」のソフトウェアは、既に民間により提供されている。
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一 般 質 問
中
学
校
の
教
科
書
と

　
　

東
広
島
市
の
合
宿
施
設

質問した項目
■ 中学校で使用される教科書等に
ついて

■東広島市の賑わい創出について

中
な か が わ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

重
た
く
な
っ
た
教
科
書
等

に
対
す
る
対
応
は
？

質　

問

　

ゆ
と
り
教
育
後
、
教
科
書
は
約

1.5
倍
と
な
っ
て
お
り
、
徒
歩
通
学

生
は
、
健
康
面
で
心
配
で
あ
る
と

の
声
を
聴
く
。
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

本
市
の
中
学
校
で
は
、
教
科
書

や
ノ
ー
ト
等
を
入
れ
る
メ
イ
ン

対
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で

は
、
全
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

で
の
軽
減
策
は
？

質　

問

　

現
在
、
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
参
考
書
な
ど
を
軽
減

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

所
見
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

多
く
の
情
報
を
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
参
考
書
等

の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
や
、
効
果

的
な
学
習
方
法
の
工
夫
も
期
待
で

バ
ッ
グ
と
、
体
操
服
な
ど
を
入
れ

る
サ
ブ
バ
ッ
グ
の
重
量
が
10
㎏
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
生
徒
へ

の
継
続
的
な
身
体
的
負
担
や
鞄
が

重
い
こ
と
に
よ
る
健
康
面
へ
の
影

響
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
と

は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
入

学
直
後
の
1
年
生
が
、
自
転
車
通

学
時
に
荷
物
を
落
下
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
、
安
全
面
で
の
配

慮
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
以
前
か
ら
、

鞄
の
重
量
軽
減
に
努
め
る
と
い
う

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

合
宿
等
の
出
来
る
施
設
に

つ
い
て
考
え
を
問
う

質　

問

　

本
市
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
団
体
で
宿

泊
で
き
る
施
設
を
要
望
す
る
声
を

聞
く
が
、
本
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
場
合
、
宿
泊
施
設
の
利

用
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
多
数
を
占

め
て
お
り
、
団
体
で
宿
泊
で
き
る

施
設
の
需
要
は
必
ず
し
も
高
い
状

況
で
は
な
く
、
新
た
に
施
設
が
立

地
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
運
営
は

難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
宿
泊
施
設
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、
客
室
稼
働
率
が
県
全
体
で

約
8
割
に
達
し
て
お
り
、
現
時
点

で
、
宿
泊
施
設
の
不
足
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

も
、
地
域
経
済
の
動
向
や
観
光
客

数
の
推
移
、
近
隣
地
域
の
施
設
整

備
の
状
況
等
を
見
極
め
て
い
き
た

い
。
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一 般 質 問
平
和
行
政
の
推
進
と

　

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

質問した項目
■平和行政の推進について
■ 多文化共生のまちづくりについ
て

赤
あ か

木
ぎ

　達
た つ

男
お

（市民クラブ）

核
兵
器
禁
止
条
約
の

早
期
発
効
に
向
け
て

質　

問

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
に
対

す
る
評
価
と
一
日
も
早
い
発
効
に

向
け
て
の
本
市
と
し
て
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
、
昭
和
60
年
に
「
平

和
・
非
核
兵
器
都
市
東
広
島
市
宣

言
」
を
行
う
と
と
も
に
、
国
内
は

川
上
弾
薬
庫
返
還
促
進
と

跡
地
活
用
構
想
を

質　

問

　

西
の
玄
関
口
、
八
本
松
駅
北
の

260 

ha
を
占
有
す
る
極
東
最
大
の
貯

蔵
能
力
を
誇
る
川
上
弾
薬
庫
は
、

市
民
の
安
全
と
市
の
発
展
の
障
害

で
あ
る
。
川
上
弾
薬
庫
に
対
す
る

市
の
認
識
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

従
来
か
ら
の
「
弾
薬
庫
は
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
い
施
設

で
あ
る
」
と
の
認
識
に
変
わ
り
は

な
く
、
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

川
上
弾
薬
庫
の
早
期
返
還
を
促
進

す
る
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
て
い
る
。

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
国
際

交
流
協
会
の
創
設
を

質　

問

　

本
市
の
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
組
織
と
し
て
「
ひ
が

し
ひ
ろ
し
ま
国
際
交
流
協
会
」
の

創
設
と
、
交
流
と
情
報
発
信
、
相

談
等
の
機
能
を
も
つ
国
際
交
流
セ

も
と
よ
り
、
世
界
の
各
都
市
と
と

も
に
、
核
兵
器
の
使
用
禁
止
、
廃

絶
を
目
指
す
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
他
の

自
治
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
締
結
を
求

め
る
署
名
活
動
等
を
行
い
、
一
刻

も
早
い
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る

こ
と
で
、
揺
る
ぎ
な
い
世
界
の
恒

久
平
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

ン
タ
ー
を
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
西
村
政
策
企
画
部
長

　

国
際
交
流
協
会
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
第
二
次
国
際
化
推
進
プ
ラ
ン

の
改
定
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
国
際
化
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
大
変

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

民
間
団
体
や
関
係
機
関
な
ど
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
第
二
次
国
際

化
推
進
プ
ラ
ン
の
改
定
作
業
に
合

わ
せ
検
討
し
て
行
く
。
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一 般 質 問
市
役
所
隣
地
に
新
た
な

　
　
　

公
共
施
設
は
必
要
か

質問した項目
■ 中心市街地のまちづくり計画に
ついて

■教育の拠点について

重
し げ

森
も り

　佳
か

代
よ

子
こ

（清新の会）

用
地
無
償
貸
与
の
社
会

実
験
の
成
果
を
問
う

質　

問

　

市
庁
舎
・
く
ら
ら
・
新
美
術
館
の

建
設
経
緯
を
踏
ま
え
、
隣
接
地
の

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
活

用
に
つ
い
て
、1
，2
0
0
万
円
で

整
備
し
た
用
地
を
無
償
貸
与
し
て

飲
食
業
等
を
運
営
す
る
団
体
が

「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
賑
わ

い
の
創
出
」
の
社
会
実
験
を
し
て

い
る
。
商
業
施
設
と
し
て
の
活
用

は
公
用
地
と
し
て
活
用
す
る
方
向

性
を
示
し
て
い
る
が
、
く
ら
ら
・

新
美
術
館
用
地
6
，
8
0
0
㎡
を

す
で
に
民
間
か
ら
取
得
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
跡
地
4
，
9
0
0
㎡
は
、

売
却
、
長
期
貸
借
に
よ
る
活
用
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
場

合
の
売
却
価
格
と
税
収
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

路
線
価
等
で
試
算
す
れ
ば
、
売

却
価
格
は
約
11
億
円
余
り
、
鉄
骨

2
階
建
て
の
商
業
施
設
が
立
地
し

た
と
す
れ
ば
、
税
収
は
年
間
1
，

4
0
0
万
円
と
推
定
さ
れ
る
。

県
立
高
校
存
続
に
積
極
的

な
支
援
を
求
め
る

質　

問

　

市
内
の
県
立
賀
茂
北
高
校
と
豊

は
疑
問
に
思
う
が
、成
果
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
総
じ

て
満
足
度
が
高
い
評
価
で
あ
る
。

市
外
か
ら
の
観
光
客
が
少
な
い
の

で
、
酒
蔵
地
区
へ
の
誘
客
等
の
取

り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

公
共
施
設
は
最
小
限
に
！

売
却
も
検
討
す
べ
き

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地

田
高
校
は
、
生
徒
数
減
少
の
た
め

存
続
が
厳
し
い
状
態
で
あ
る
。

①
高
校
進
学
率
は
98.8
％
で
、
ほ
ぼ

全
員
進
学
す
る
。
地
元
の
人
材
育

成
の
た
め
に
県
立
高
校
は
必
要
と

考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

②
特
に
賀
茂
北
高
校
の
今
年
の
入

学
者
数
は
19
人
と
激
減
し
て
い
る
。

他
の
市
町
で
は
、
市
町
が
通
学
定

期
代
や
下
宿
費
の
補
助
、
公
営
塾

の
運
営
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

か
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

①
地
元
で
学
び
、
地
域
の
将
来
を

支
え
て
い
く
人
材
へ
と
成
長
し
て

い
く
こ
と
に
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
両
校
の
存
続
を

強
く
願
っ
て
い
る
。

②
学
校
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

賀
茂
北
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
取

り
組
み
内
容
が
具
現
化
さ
れ
て
い

く
中
で
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
可
能
か
検
討
す
る
。

くらら・新美術館建設の経緯

H15 市民ホール建設表明
H20 リーマンショック
世界恐慌の恐れ20 くらら旧グラン跡地に決定

21 くらら用地取得7億5千万円
H21 政権交代
コンクリートから人へ

22 新美術館建設表明 東日本大震災

23 くらら建設基本設計

24 市庁舎完成

28 くらら開館

32 新美術館開館予定
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一 般 質 問
本
市
が
住
み
よ
い
街
と

　
　
　
　

言
わ
れ
る
為
に
は
…

質問した項目
■農業を取り巻く環境について
■本市における医療体制の検証
■ 高屋及び西高屋駅周辺整備につ
いて

山
や ま

下
し た

　守
まもる

（守東会）

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て

質　

問

　

10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
て

の
農
業
施
策
の
取
組
に
つ
い
て
、

地
産
地
消
の
取
組
と
、
東
広
島
流

通
セ
ン
タ
ー
の
本
市
に
お
け
る
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

木
原
産
業
部
長

　

自
立
の
道
と
し
て
農
業
を
選
べ

質　

問

　

選
ば
れ
る
都
市
東
広
島
の
観
点

か
ら
、
本
市
の
医
療
機
関
と
産
科

医
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

当
医
療
圏
の
医
師
数
は
、
人
口

10
万
人
当
た
り
195
・
8
人
で
、
全

国
や
広
島
県
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
。
産
婦
人
科
の
医
師
数
は
、

人
口
10
万
人
当
た
り
5.3
人
で
、
全

国
や
県
内
の
他
の
医
療
機
関
と
比

較
す
る
と
最
も
少
な
い
圏
域
と

な
っ
て
い
る
。

　

産
科
医
の
開
業
に
対
す
る
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
、

県
な
ど
と
、
制
度
の
在
り
方
も
含

め
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

高
屋
及
び
西
高
屋
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て

質　

問

　

①
西
高
屋
駅
前
、
駅
南
に
つ
い

て
の
進
捗
を
問
う
。
②
高
屋
西
地

域
セ
ン
タ
ー
及
び
東
広
島
消
防
署

高
屋
分
署
に
つ
い
て
問
う
。

る
よ
う
に
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
「
儲
か
る
農
業
」
の
筋
道
を
示

し
て
い
く
。
策
定
中
の
「
第
3
次

東
広
島
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」

で
担
い
手
育
成
に
向
け
た
未
来
志

向
の
施
策
を
立
案
し
て
い
く
。
流

通
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
に
対
す
る

生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
と
、
地

場
産
農
産
物
の
集
荷
・
分
荷
を
担

う
拠
点
施
設
と
位
置
付
け
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る

医
療
体
制
の
検
証

　
　
　
　
天
神
山
生
活
環
境
部
長

答　

弁
／
加
藤
都
市
部
長

　
　
　
　

古
川
消
防
局
長

　

①
南
北
駅
前
広
場
、
南
側
駅
前

広
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、南
北
自

由
通
路
の
整
備
、
駅
舎
の
橋
上
化

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う

計
画
で
、
平
成
35
年
頃
の
完
了
を

目
指
す
。
②
平
成
28
年
11
月
策
定

の「
東
広
島
市
公
共
施
設
の
適
正

配
置
に
係
る
実
施
計
画
」
に
お
い

て
、高
屋
西
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、周

辺
施
設
の
機
能
を
集
約
し
て
複
合

化
し
、地
域
の
拠
点
施
設
へ
再
編
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。東
広
島
消
防

署
高
屋
分
署
は
、
平
成
33
年
4
月

の
開
署
を
目
指
し
て
整
備
す
る
。橋上化が予定されている西高屋駅
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一 般 質 問
『
市
民
起
点
』の

　
　

行
政
に
な
っ
て
い
る
か
？

質問した項目
■ 市民起点の行政になっている
か？

■海洋交流ゾーンの活性化策

宮
み や

川
か わ

　誠
や す

子
こ

（威信会）

時
代
の
転
換
期
に
は

常
識
の
入
れ
替
え
が
必
要

質　

問

　

こ
れ
ま
で
の
時
代
は
、
採
算
性

や
効
率
最
優
先
の
時
代
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
個
々
の
実
態
に
適

応
し
た
よ
り
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

行
政
運
営
を
行
う
上
で
の
基
本

く
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
頼
る
「
完
璧

主
義
文
化
」
の
中
間
当
た
り
に
あ

り
、
ご
く
一
部
で
、
自
分
達
の
目

標
達
成
の
た
め
質
の
高
い
仕
事
を

追
い
求
め
る
「
達
成
文
化
」
が
存

在
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
る
。
髙
垣
新
市
長
の
下
、
職

員
に
あ
る
程
度
の
自
由
裁
量
を
与

え
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の

責
任
で
判
断
で
き
る
人
材
を
育
成

し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

職
員
に
は
失
敗
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
、
情
熱
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

目
標
を
達
成
す
る
中
で
、
仕
事
に

対
す
る
や
り
が
い
や
充
実
感
を
得

て
、
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向

か
う
と
い
う
プ
ラ
ス
の
循
環
を
生

み
出
し
て
い
き
た
い
。

海
洋
交
流
ゾ
ー
ン
の

活
性
化
策
を
提
案
す
る

質　

問

　

安
芸
津
の
景
観
と
立
地
を
安
芸

的
な
心
構
え
と
な
る
指
針
で
あ
る

行
動
理
念
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
起

点
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
か

じ
取
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

自
分
で
考
え
判
断
で
き
る

職
員
の
育
成
が
急
務

質　

問

　

本
市
の
組
織
文
化
は
、
自
由
裁

量
の
な
い
「
依
存
文
化
」
や
、
多

津
の
活
性
化
の
た
め
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
多
く
の
人
達

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

保
野
山
に
自
然
の
木
を
利
用
し
た

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
整
備
や
、

桜
の
名
所
・
花
火
大
会
の
観
覧
場

所
と
し
て
正
福
寺
山
公
園
の
整
備
、

赤
崎
海
岸
線
の
海
水
浴
場
の
整
備
、

特
産
品
が
買
え
る
海
の
駅
の
整
備

な
ど
、
海
洋
交
流
ゾ
ー
ン
の
活
性

化
策
を
提
案
す
る
。

答　

弁
／
西
村
政
策
企
画
部
長

　

提
案
の
あ
っ
た
新
た
な
発
想
や

新
た
な
可
能
性
も
含
め
、
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
お
け
る
位
置
づ

け
を
検
討
す
る
。

自然の木を利用したアスレチックコース
を整備した他市の例
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一 般 質 問
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
と

　
　
　

認
知
症
支
援
に
つ
い
て

質問した項目
■観光振興事業について
■ 社会資本整備事業の促進につい
て

■福祉事業について

岩
い わ さ き

崎　和
か ず ひ と

仁
（創生会）

映
画
「
恋
の
し
ず
く
」

の
活
用
に
つ
い
て

質　

問

　

本
年
度
予
算
で
、
映
画
の
ロ
ケ

地
を
基
点
と
し
た
滞
在
型
観
光
振

興
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

ロ
ケ
地
が
市
内
各
所
に
及
び
、
移

動
手
段
に
工
夫
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
と
進
捗
を
問
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

ロ
ケ
地
が
西
条
地
域
と
安
芸
津

し
て
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
段
差
解

消
、
駐
輪
場
の
屋
根
整
備
、
マ
リ

ン
ア
ー
チ
の
改
修
等
、
安
芸
津
港

と
安
芸
津
駅
周
辺
整
備
に
よ
り
、

人
の
流
れ
を
つ
く
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
、
賑
わ
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

　
答　

弁
／
高
垣
市
長

　

交
通
結
節
点
と
し
て
の
安
全

性
・
利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

関
連
施
設
の
段
差
解
消
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
に
向
け
、
国

や
Ｊ
Ｒ
に
積
極
的
に
要
請
す
る
。

　

安
芸
津
駅
と
安
芸
津
港
間
の
円

滑
か
つ
安
全
な
移
動
環
境
の
確
保

地
域
で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

調
整
し
て
い
る
。
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
い
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手

が
案
内
で
使
用
す
る
資
料
や
、
利

用
者
へ
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
準
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

安
芸
津
駅
及
び
安
芸
津
港

周
辺
整
備
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
叡
智
学
園
の
立
地
に
伴
い
、

安
芸
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

の
ほ
か
、
港
の
利
便
性
の
向
上
に

資
す
る
駐
車
台
数
の
確
保
と
い
っ

た
機
能
の
向
上
も
含
め
、
周
辺
地

域
に
賑
わ
い
を
生
み
出
す
拠
点
と

し
て
い
く
。　

認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
に
つ
い
て

質　

問

　

今
後
は
認
知
症
を
施
設
や
専
門

家
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
や
、
認
知
症
の
方
へ
寄
り
添
っ

た
支
援
の
取
り
組
み
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

医
療
・
介
護
の
関
係
者
が
連
携

し
、
認
知
症
の
初
期
段
階
か
ら
対

応
で
き
る
体
制
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
相

談
支
援
を
充
実
さ
せ
、
認
知
症
に

理
解
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
、
人
員
体
制
の
整
備
に
努
め
な

が
ら
取
り
組
む
。

マリンアーチ
（安芸津駅舎と安芸津港とを結ぶ跨線橋）
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第２回定例会
（会期：平成30年６月８日～６月28日）

議決した案件
●条例案…20件　●予算案…２件　●承認案…２件　●同意案…４件　●その他…11件

●議員提出議案…２件　●請願…１件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…36件　●賛成多数可決…８件）

Pick Up

新
美
術
館
の
建
設
契
約
を
締
結

　

西
条
中
央
公
園
南
側
に
建
設
予
定
の
（
仮
称
）
東
広
島
市
立
美
術
館
の
新
築
工

事
に
係
る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

Ｑ 　

そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
に
関
す
る
落

札
率
は
何
％
か
？

Ａ 　

建
築
工
事
が
約
97
％
、
電
気
工

事
が
約
90
％
、
機
械
工
事
が
約

98
％
で
あ
る
。

Ｑ 　

応
札
の
業
者
数
と
、
そ
の
内
、

東
広
島
市
内
の
業
者
が
何
者
応
札

し
た
の
か
？

Ａ
建
築
工
事

　

 

応
札
者
が
4
者
で
、
東
広
島
市
内

本
店
1
者
が
、
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　

電
気
工
事

　

 

応
札
者
が
3
者
で
、
東
広
島
市
内

本
店
の
業
者
2
者
と
市
内
営
業
所

1
者
が
、
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　

機
械
工
事

　

 

応
札
者
が
2
者
で
、
市
内
営
業
所

1
者
が
、
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

くらら方面から見た完成イメージ

工事 契約金額 契約相手
建　　築 14億2,398万円　 松井建設株式会社中国営業所

電　　気 2億3,714万円余
大和・国土技建特定建設工事共同企業体
　代表者：大和電気工事株式会社広島営業所
　構成員：国土技建株式会社

機　　械 4億6,440万円　
ダイダン・三共冷熱特定建設工事共同企業体
　代表者：ダイダン株式会社中国支店
　構成員：株式会社三共冷熱
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
131
号
〉

個
人
市
民
税
・
市
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

市
税
条
例
等
を
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
の
市
民
税
に
係
る
非
課
税
基
準
額
の

引
き
上
げ
や
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
、
市
税
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
140
号
〉

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す

　

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
を
変

更
し
て
軽
減
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
内
容

　

①
課
税
限
度
額

　
　

  　

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち

「
基
礎
課
税
額
」に
つ
い
て
、54
万

円
を
58
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
　

※ 

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
」
と
「
介
護
納
付
金
課

税
額
」
は
据
え
置
き
。

　

②
軽
減
措
置

　
　

  　

軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所

得
の
算
定
に
お
い
て
、被
保
険
者
の

数
に
乗
じ
る
金
額
を
、5
割
軽
減
の

対
象
と
な
る
世
帯
は
27
万
円
を
27

万
5
，0
0
0
円
に
、2
割
軽
減
の

対
象
と
な
る
世
帯
は
49
万
円
を
50

万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

◎
主
な
改
正
内
容

　

1　

個
人
の
市
民
税

　

①
障
害
者
等
に
対
す
る
見
直
し

　

  　

非
課
税
措
置
と
な
る
障
害
者
、

未
成
年
者
、
寡
婦
及
び
寡
夫
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円
か

ら
135
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

②
均
等
割
・
所
得
割
の
見
直
し

　

  　

均
等
割
・
所
得
割
が
非
課
税
と

な
る
基
準
が
10
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

③
調
整
控
除
の
見
直
し

　

  　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
2
千

500
万
円
を
超
え
る
所
得
割
の
納
税
義

務
者
に
は
調
整
控
除
を
適
用
し
な
い
。

　

④
施
行
期
日

　
　

平
成
33
年
1
月
1
日

　

2　

市
た
ば
こ
税

　

  　

た
ば
こ
税
率
が
3
段
階
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

＜市たばこ税の改正内容＞
（税率：1,000本当たり）

現行 5,262円

改正

H30. 10. 1から 5,692円

H32. 10. 1から 6,122円

H33. 10. 1以降 6,552円

◎
こ
ん
な
自
由
討
議
が
あ
り
ま
し
た

○ 　

今
回
、
提
出
さ
れ
た
議
案
で
改

正
し
よ
う
と
し
て
い
る
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
所
得

に
対
す
る
課
税
限
度
額
の
適
正
額

と
言
え
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

○ 　

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
観
点
か

ら
、
今
回
、
や
む
な
く
こ
の
よ
う

な
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現

在
は
制
度
の
過
渡
期
で
あ
り
、
難

し
い
状
況
の
中
で
出
て
き
た
数
字

だ
ろ
う
と
思
う
。
今
後
の
推
移
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
143
号
〉

大
規
模
な
設
備
投
資
を
行
う
企
業
に

対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充
し
ま
す

　
本
市
産
業
の
継
続
的
な
発
展
の
た
め
、
市
内
の
工
場
等
へ
の
設
備
投
資
（
投
下

固
定
資
産
総
額
が
10
億
円
以
上
）
を
積
極
的
に
行
う
企
業
に
対
し
、
必
要
な
助
成

措
置
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
150
号
〉

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
を

増
額
補
正
し
ま
し
た

　
平
成
30
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
5
億

9
，
2
0
4
万
3
千
円
、
補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
7
5
2
億

4
，
2
0
4
万
3
千
円
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
拡
充
す
る
理
由

　  

　
現
在
、
企
業
の
投
資
意
欲
は
非

常
に
高
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

型
規
模
の
投
資
案
件
が
続
い
て
い

ま
す
。

　  

　
そ
の
よ
う
な
案
件
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
投
資
額
の
上
積
み
を
促

進
し
、
翌
年
度
以
降
も
本
市
へ
の

大
型
投
資
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
、
産
業
集
積
促
進
助
成
金
の
助

成
金
額
の
増
額
を
行
い
ま
す
。

◎
拡
充
の
内
容

　  

　
助
成
金
の
限
度
額
を
、
3
億
円

か
ら
5
億
円
に
改
め
ま
す
。

○助成措置の対象（変更なし）
　  　設備投資に係る家屋及び償却資産の取得価額の合計額が
10億円以上であること。また、公害を防止するための適切な
措置が講じられていること。これらいずれにも該当する設備
投資をしようとする事業者で、助成措置の対象として指定を
受けたもの。
○助成金（拡充）
　  　設備投資のために取得した家屋及び償却資産に対し、初め
て賦課される固定資産税に相当する額に100分の20を乗じて
得た額、又は、５億円のいずれか低い額（各年度につき１回
を限度）。

◎一般会計補正予算の概要

補正内容

歳入歳出予算 ５億９，２０４万３千円の増額

債務負担行為
（仮称）道の駅西条の整備において、国が
行う調整池整備工事が平成31年度にわた
るため、工事負担金の追加

地方債
２事業（都市街路整備事業等）の限度額
を変更

◎主な歳出の補正内容
　○ 1・2歳児の受入れを拡大する私立保育所等への保育士人件
費補助について、対象施設を拡大するための経費

　○ 西条中央巡回線等の街路整備について、早期の事業完了を
目指して、用地取得を前倒しで実施するための経費

　○ 「山・海・島」体験活動に、体験活動専門指導員や看護師、
特別な配慮が必要な児童に対する支援員などの派遣に係る
経費

　○生活保護基準の改定に伴うシステムの改修に係る経費
　○ 河内臨空団地の緑地帯（法面）の破損や法面表層土の侵食
等に対する、工事に係る経費
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Select.6

Select.5
〈
議
員
提
出
議
案
第
1
号
〉

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

　

平
成
31
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
歳
入
・
歳
出
を

的
確
に
見
積
も
り
、
社
会
保
障
等
の
予
算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
で
す
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
2
号
〉

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
、核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

　

昨
年
7
月
7
日
、
国
連
会
議
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
加
盟
国
の
3
分
の

2
に
あ
た
る
122
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
発
効
に
向
け
前
進
し
つ
つ
あ
る

中
で
、
日
本
政
府
に
一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

意見書の要旨

　政府（国）に、次の事項を実現されるよう強く要望する。
１ 　増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う
地方一般財源総額の確保をはかること。

２ 　急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会
保障予算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。

３ 　公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と十
分な期間の確保を行うこと。

４ 　地域間の財源偏在性の是正のため、税源移譲を行うなど、抜本
的な解決策の協議を進めること。同時に、各種税制の廃止、減税
を検討する際には、地方財政に与える影響を十分検証し、財政運
営に支障が生じることがないよう対応をはかること。

５ 　地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市
町村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな財政需要を把握し、
その対策を講じること。同時に、地方交付税原資の確保について
は、臨時財政対策債へ過度に依存せず、対象国税４税に対する法
定率の引き上げを行うこと。

６ 　地方の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反映させない
こと。

○送付先
　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
　  経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生、規制改革担当）・
内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）

意見書の要旨

　「核兵器禁止条約」は、被爆者や核実験被害者への救済を行うこと
も明記されており、被爆国、被害者の切望に応えるものとなっている。
　条文には、核兵器保有国や核の傘のもとにいる国々が参加する余
地をつくり、核兵器の完全廃絶に向けた枠組みが明確にされており、
核兵器保有国が条約に参加する道が開かれている。
　東広島市民は、原子爆弾によって被災した被爆者の救援・救護に
あたり、その悲惨な被害の実相に触れてきており、1985年には市
議会が全会一致で発議した「平和・非核兵器都市東広島市宣言」を
採択し、核兵器廃絶と平和を希求するまちづくりを進めるとともに、
2006年４月には「日本非核宣言自治体協議会」に加入し、他の自治
体と連携し、核兵器廃絶にむけた努力を重ねてきた。
　こうした市民・議会・行政一体の取り組みが、核兵器廃絶の国際
的な世論形成の一翼を担ってきた。
　2017年のノーベル平和賞を受賞したICANは「日本は唯一の戦争被
爆国として禁止条約に参加することで、世界の核軍縮のリーダーと
なり得ます」と日本政府に対する期待を述べている。
　政府は「核兵器を持つ国々と持たない国々の橋渡し役を務める」
と、自ら明言したとおりの積極的な行動が必要であり、一刻も早い
核兵器禁止条約への署名・批准を求める。
○送付先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案番号▶ 議
案
第
127
号

議
案
第
128
号

議
案
第
129
号

議
案
第
140
号

議
案
第
141
号

議
案
第
143
号

議
案
第
150
号

議
員
提
出
議
案

第
1
号会派名 議員名

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 志 会

大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × ×

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
127
〜
129
号

　（
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷
　
晴
美
議
員

　

本
案
は
、
美
術
館
建
設
事
業
の
建

設
工
事
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、
観

光
立
国
推
進
基
本
計
画
で
は
、
文
化

施
設
の
入
場
者
数
等
の
経
済
的
な
項

目
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
芸
術
文

化
活
動
は
一
朝
一
夕
に
成
果
が
上
が

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
教
育
施
設

が
独
自
に
採
算
性
を
取
っ
て
利
益
を

上
げ
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
建
設
工
事
に
係
る
落
札
率
が
100
％

に
近
い
異
常
な
高
額
価
格
で
あ
り
、

や
が
て
そ
の
つ
け
が
返
済
と
い
う
形

で
市
民
に
回
る
こ
と
に
な
り
、
到
底

納
得
は
得
ら
れ
な
い
た
め
反
対
す
る
。

賛
成

 

岩
崎
　
和
仁
議
員

　

こ
の
美
術
館
の
建
設
に
関
し
て
は
、

こ
の
エ
リ
ア
を
芸
術
文
化
の
拠
点
と

す
る
市
民
活
動
の
意
味
合
い
が
大
き

く
、
決
し
て
経
済
活
動
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
ま
た
電
気
工
事
、
機
械

工
事
に
つ
い
て
は
、
美
術
館
建
設
に
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ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
価
格
に
つ
い
て
は
、
今
の
適

正
価
格
を
算
出
し
て
100
％
と
い
う
考

え
方
で
あ
り
、
100
％
だ
か
ら
悪
い
と

い
う
の
は
議
論
と
し
て
は
お
か
し
い
。

合
併
特
例
債
と
い
う
非
常
に
有
利
な

起
債
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
市
に

と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
た
め
賛
成
す

る
。● 

議
案
第
140
号（
東
広
島
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

保
険
税
の
最
高
額
4
万
円
の
引
き

上
げ
案
は
、
東
広
島
圏
域
の
医
師
が

満
足
に
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
の

も
と
で
医
療
抑
制
が
起
こ
り
、
重
症

化
し
て
診
察
し
て
も
ら
う
と
い
う
状

況
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
会
計
内
で
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、
国
が
1
億
円
以
上
の
高
額
所

得
者
に
対
し
て
所
得
税
の
応
能
負
担

の
機
能
を
強
化
し
、
し
っ
か
り
と
も

と
の
税
率
に
戻
す
だ
け
で
も
市
・
町

の
会
計
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

岩
崎　

和
仁
議
員

　

こ
の
議
案
は
、
低
所
得
者
に
配
慮

す
る
か
否
か
の
議
案
で
あ
り
、
私
は

配
慮
す
べ
き
も
の
と
し
、
賛
成
す
る
。

● 
議
案
第
141
号（
東
広
島
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 
谷　

晴
美
議
員

　

本
市
は
待
機
児
童
数
が
多
い
中
、

今
後
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
参
入

す
る
事
業
主
も
あ
る
か
も
わ
か
ら
な

い
が
、
安
易
に
調
理
場
が
な
く
て
も

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
食
の

安
全
の
危
機
管
理
に
疑
問
が
残
り
、

市
の
責
任
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、
福
祉
の
増
進
に
は
な
ら
ず
反
対

す
る
。

賛
成

 

重
光　

秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
国
が
猶
予
期
間
の
延

長
を
定
め
た
こ
と
に
関
連
す
る
も
の

で
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
ど
う
い
っ

た
形
態
で
保
育
事
業
に
参
加
を
す
る

業
者
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

国
の
方
針
に
沿
っ
て
本
市
の
条
例
を

整
理
す
る
こ
と
に
何
ら
異
論
は
な
い

も
の
と
考
え
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
143
号（
東
広
島
市
産
業
集

積
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

兼
業
農
家
も
多
い
東
広
島
市
は
集

約
化
で
き
る
農
地
も
限
定
的
で
、
今

年
か
ら
国
の
交
付
金
も
な
く
な
り
、

年
々
年
金
が
目
減
り
、
実
質
賃
金
が

引
き
下
が
る
も
と
で
、
農
地
の
荒
廃

は
今
後
ま
す
ま
す
広
が
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
税
収
を
確
保
す
る
た
め

に
も
投
資
に
後
ろ
向
き
な
国
の
経
済

対
策
が
続
い
て
い
る
中
、
貧
困
と
格

差
を
解
消
し
中
小
企
業
へ
支
援
す
る

こ
と
が
最
大
の
経
済
対
策
で
あ
り
、

一
企
業
へ
の
優
遇
策
と
判
断
し
反
対

す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

企
業
の
大
型
設
備
投
資
に
対
し
て

固
定
資
産
税
の
2
割
を
助
成
す
る
も

の
で
、
限
度
額
を
3
億
円
か
ら
5
億

円
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
だ

が
、
助
成
額
5
億
円
に
該
当
す
る
投

資
は
2
，
0
0
0
億
円
以
上
で
あ
る
。

今
回
対
象
と
想
定
さ
れ
て
い
る
市
内

半
導
体
製
造
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
も

市
の
雇
用
や
税
収
面
に
お
い
て
市
財

政
に
も
貢
献
し
て
お
り
、
1
社
に
限

ら
ず
活
発
な
投
資
を
促
す
た
め
に
必

要
で
あ
る
。

美術館新築工事の完成予想図
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● 

議
案
第
150
号（
平
成
30
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

中
国
残
留
孤
児
の
支
援
金
削
減
に

係
る
シ
ス
テ
ム
変
更
で
今
後
3
年
間

に
生
活
保
護
基
準
額
5
％
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
生
活
保

護
基
準
の
削
減
は
、
介
護
保
険
料
、

そ
の
他
の
公
共
利
用
料
の
軽
減
、
基

礎
年
金
、
就
学
援
助
制
度
な
ど
な
ど

多
数
の
支
援
に
連
動
す
る
も
の
で
、

多
く
の
市
民
に
影
響
す
る
も
の
で
あ

る
。
憲
法
第
25
条
を
脅
か
す
こ
と
に

な
り
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。賛

成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

反
対
討
論
に
あ
っ
た
生
活
保
護
の

件
は
国
の
制
度
で
あ
り
地
方
議
会
で

何
と
か
な
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の

補
正
予
算
の
中
に
は
、
1
、
2
歳
児

の
受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
私
立
保
育

所
に
助
成
す
る
保
育
士
確
保
補
助
金

な
ど
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機
児
童

対
策
に
対
応
す
る
経
費
等
必
要
な
も

の
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

● 

議
員
提
出
議
案
第
1
号

　
 （

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対
 

谷　

晴
美
議
員

　

独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
消
費

税
増
税
に
反
対
す
る
市
民
の
声
は
大

き
い
。
富
裕
層
や
大
企
業
の
税
率
を

も
と
の
高
い
時
期
ま
で
戻
せ
ば
財
源

は
確
保
で
き
る
と
判
断
し
反
対
す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

地
方
財
政
改
革
は
、
骨
太
の
方
針

2
0
0
2
に
お
い
て
国
庫
補
助
金
改

革
、
税
源
移
譲
に
よ
る
地
方
分
権
と

地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る
財
政
再

建
を
セ
ッ
ト
で
行
う
い
わ
ゆ
る
三
位

一
体
の
改
革
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
結
果
と
し
て
税
源
移
譲
よ

り
補
助
金
削
減
額
の
ほ
う
が
多
く
、

加
え
て
地
方
交
付
税
と
財
源
対
策
債

削
減
状
況
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

　

本
地
方
自
治
体
経
営
の
財
源
確
保

に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

は
、
地
方
議
会
と
し
て
の
責
務
だ
と

考
え
る
。

● 

議
員
提
出
議
案
第
2
号

　

 （
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り

組
み
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
）

賛
成

 

谷　

晴
美
議
員

　

世
界
の
核
兵
器
の
数
は
2
0
1
8

年
3
月
現
在
、
1
万
4
，
2
0
0
発

あ
る
。

　

核
兵
器
廃
絶
署
名
は
国
連
に
515
万

4
，
8
6
6
人
分
が
提
出
さ
れ
、
今

回
と
同
様
の
意
見
書
の
採
択
は
、
全

国
の
自
治
体
で
2
0
1
8
年
5
月
1

日
現
在
259
、
ま
た
、
県
内
議
長
会
で

も
賛
成
多
数
で
国
に
送
致
さ
れ
て
い

る
中
、
東
広
島
市
議
会
で
も
ぜ
ひ
全

員
賛
成
・
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
切
望

す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

国
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
批
准
・
署
名
を

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

盟
国
関
係
の
安
全
保
障
の
問
題
で
、

現
実
的
な
核
拡
散
防
止
の
み
を
訴
え

ざ
る
を
得
な
い
姿
勢
に
は
一
定
の
理

解
を
示
す
が
、
被
爆
国
と
し
て
、
ま

た
、
被
爆
県
と
し
て
、
我
々
は
核
の

な
い
世
界
を
訴
え
る
こ
と
は
当
然
の

義
務
だ
と
考
え
る
。

　

恒
久
的
な
市
民
の
平
和
な
暮
ら
し

と
世
界
の
平
和
を
願
い
、
本
市
議
会

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必

然
の
行
動
だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

 

● 

議
案
第
130
号
（
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

東
広
島
市
大
学
教
員
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
創
出
支
援
事
業
補

助
金
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
、
公
平

性
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
、

西
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
中
国
セ
ン
タ
ー
等
を

科
学
技
術
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る

と
こ
ろ
と
し
て
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
等
を
企
業
経
営
の
知
識
を
有
す
る

と
こ
ろ
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

● 

議
案
第
131
号
（
東
広
島
市
税
条
例

等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
標

準
の
内
容
は
。

QＡQ

　
　
　
　

税
負
担
の
少
な
い
加
熱
式

た
ば
こ
の
区
分
を
新
た
に
追

加
し
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く

こ
と
で
税
の
公
平
を
図
る
。

● 

議
案
第
133
号
（
地
域
再
生
法
に
規

定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

東
京
23
区
か
ら
東
広
島
市

に
移
転
し
て
事
業
を
始
め
た

事
業
者
は
い
る
の
か

　
　
　
　

本
市
で
の
実
績
は
な
い
。

ＡQＡ

　
　
　
　

地
域
再
生
計
画
は
い
つ
ご

ろ
認
定
を
受
け
た
の
か
。

　
　
　
　

広
島
県
と
県
内
23
市
町
で

取
り
組
む
地
域
再
生
計
画
を

策
定
し
、
平
成
27
年
10
月
2
日
に
認

定
を
受
け
て
い
る
。

● 

議
員
提
出
議
案
第
1
号
（
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
）

　
　
　
　

国
に
お
い
て
三
位
一
体
改

革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

実
態
と
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

そ
の
改
善
を
求
め
る
も
の
と
い
う
考

え
方
で
良
い
か
。

　
　
　
　

そ
の
と
お
り
で
、
補
助
金

な
ど
も
必
ず
地
方
が
負
担
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、

交
付
税
も
含
め
て
地
方
財
政
の
確
保

を
し
っ
か
り
と
し
て
欲
し
い
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

QＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
121
号
及
び
124
号
（
財
産
の

無
償
譲
渡
・
財
産
の
無
償
貸
付
け
）

　
　
　
　

乃
美
尾
老
人
会
館
の
老
朽

化
度
合
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
　

昭
和
52
年
の
建
築
で
築
42

年
で
あ
る
。

● 

議
案
第
138
号
（
東
広
島
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
に

導
入
さ
れ
た
更
新
制
の
詳
細

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

更
新
の
た
め
の
研
修
を
受

け
る
義
務
づ
け
が
今
ま
で
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
更
新
制
度
が

導
入
さ
れ
、
5
年
以
内
ご
と
に
更
新

研
修
46
時
間
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ

QＡQＡ
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平成30年第２回定例会　委員会審査概要

り
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の

資
格
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

目
的
と
し
て
は
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

●
議
案
第
139
号
（
東
広
島
市
介
護
保

険
条
例
等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
人
員
に
関
す
る
基
準
の

う
ち
、
主
に
身
体
介
護
を
必
要
と
す

る
中
重
度
者
で
あ
る
利
用
者
に
対
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
当
た
る
者
に
生
活

援
助
従
事
者
研
修
課
程
を
修
了
し
た

者
を
含
め
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
そ
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
　
　
　

限
ら
れ
た
人
材
を
有
効
活

用
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
人

材
の
裾
野
を
広
げ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、
介
護
福
祉
士
な
ど
専
門
性
の

高
い
人
材
は
中
重
度
者
の
身
体
介
護

や
認
知
症
高
齢
者
に
集
中
的
に
か
か

わ
り
、
軽
度
者
や
家
事
支
援
等
は
幅

広
い
層
で
担
う
と
い
う
方
向
性
を
打

QＡ

ち
出
さ
れ
た
。

市
民
経
済
委
員
会

●
議
案
第
143
号
（
東
広
島
市
産
業
集

積
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

市
内
に
対
象
と
な
る
企
業

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
増
え
て
い
く
見
込
み
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
想
定
し
て
い
る
の
は

1
社
で
あ
る
が
、
今
後
増
え

る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

助
成
金
を
2
億
円
増
額
し

た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

投
資
規
模
が
想
定
し
て
い

た
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
従
前
の
上
限

額
3
億
円
で
は
少
な
い
と
判
断
し
見

直
し
た
も
の
で
あ
る
。

QＡQＡ

建
設
委
員
会

●
議
案
第
125
号
及
び
126
号
（
市
道
の

路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

下
野
原
12
号
線
の
廃
止
、

認
定
の
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

路
線
に
隣
接
す
る
吉
川
工

業
団
地
に
あ
る
、
立
地
企
業

の
工
場
増
設
に
よ
る
も
の
。

　
　
　
　

下
野
原
12
号
線
を
廃
止
後
、

市
道
と
し
て
認
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

途
中
に
あ
る
、
認
定
外
道

路
へ
接
続
す
る
市
道
を
残
す

必
要
が
あ
る
た
め
。

QＡQＡ

新
副
議
長
決
ま
る

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
副
議

長
は
1
年
で
交
代
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
第
2

回
定
例
会
で
、
奥
谷
求
副
議
長
か
ら

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ

り
竹
川
秀
明
議
員
が
副
議
長
に
当
選

し
ま
し
た
。

掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

市
議
会
だ
よ
り
177
号
に
お
い
て
、

20
Ｐ
の
最
下
段
の
一
般
質
問
の
答
弁

者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正　
「
大
垣
学
校
教
育
部
長
」

　

誤　
「
増
田
健
康
福
祉
部
長
」 副議長　竹川　秀明
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市議会行政視察
海外に学ぶ
　アジア各都市における日本企業の最新の進出
状況について調査するとともに、官民一体とな
り事業を展開する企業、自治体等との意見交換
を行うため、ベトナムとシンガポールの２か国
について視察を実施しました。

『
平
成
29
年
度

海
外
都
市
行
政
視
察
報
告
』

参
加
者　

小
川
宏
子
、
鈴
木
利
宏
、

　
　
　
　

山
下
守

日
程　
　

平
成
29
年
10
月
29
日
〜

　
　
　
　

11
月
3
日

視
察
先　

  

ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
2
か
国

違
い
が
あ
る
な
ど
丁
寧
か
つ
意
義
深

い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
本
同
様
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
少
子

化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
の

ス
ピ
ー
ド
は
日
本
以
上
で
す
。
介
護

や
看
護
の
人
材
不
足
が
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
方
の
働
き

や
す
い
環
境
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

日
本
企
業
の
進
出
は
盛
ん
で
す
が
、

少
し
で
も
給
料
が
高
い
と
こ
ろ
に
引

き
抜
か
れ
る
と
い
っ
た
従
業
員
の
離

職
率
の
高
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
親
を
大
切
に
す
る
国

民
性
」
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
成
功

し
て
い
る
企
業
が
、
家
庭
訪
問
を

し
、
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
プ

＊
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館

（
目
的
：
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
事
情
調
査
）

　

在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
総
領
事
館
は

1
9
9
3
年
に
開
設
さ
れ
、
ダ
ッ
ク

ラ
ッ
ク
省
、
フ
ー
イ
エ
ン
省
以
南
の

24
省
、
2
直
轄
都
市
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
政

治
・
経
済
や
文
化
、
国
民
性
や
気
質

に
つ
い
て
北
部
と
南
部
で
は
大
き
く

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
踏
み
込
ん
だ
人
間
関

係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
に
、

も
っ
と
注
目
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
ホ
ー
チ
ミ
ン
外
国
語
情
報
大
学

（
目
的
：
ベ
ト
ナ
ム
の
教
育
事
情
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
見
た
日
本
に
つ
い
て
）

　

1
9
9
2
年
に
サ
イ
ゴ
ン
外
国

語
・
情
報
専
門
学
校
と
し
て
開
学
さ

れ
、
1
9
9
4
年
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
決
定
に
よ
り
、
民
立
の
大
学
と
し

て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
歴

史
は
浅
い
も
の
の
、
国
際
的
な
連
携

を
急
速
に
進
め
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

韓
国
な
ど
か
ら
多
く
の
留
学
生
や
イ

ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
授
業
の
参
観
及
び
学
生
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た

が
、
日
本
に
対
し
て
非
常
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
の
現
状
や
生
活
の
様
子
等
を

伝
え
、
日
本
の
良
い
点
や
悪
い
点
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
自
国
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
一
層
、
親
日
に
な
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ホーチミン日本国総領事館
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＊
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所

（
目
的
：
日
系
企
業
の
進
出
状
況
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
成
長
に
つ
い
て
）

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
は
熱
帯
に

位
置
し
て
お
り
、
雨
季
と
乾
季
が
あ

り
ま
す
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

湿
度
が
高
い
国
で
す
。
東
広
島
市
よ

り
や
や
大
き
い
719
㎢
の
国
土
に
、
561

万
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
の
説
明

を
受
け
る
中
で
、
経
済
発
展
が
著
し

い
ア
セ
ア
ン
地
域
へ
の
進
出
拠
点
と

し
て
、
政
治
・
経
済
が
安
定
し
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
比
較

的
低
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
優
位
性
と
、

研
究
・
開
発
拠
点
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
地
域
へ
の
物
流
拠
点
と
し
て

の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
生
活
水
準

を
高
め
る
た
め
の
国
民
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
政
策
や
、
急
速
に
進
み
つ
つ

あ
る
少
子
高
齢
化
を
克
服
す
る
た
め

の
政
策
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の

企
業
進
出
の
優
位
性
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

進
出
す
る
た
め
に
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
心
構
え
な
ど
リ
ス

ク
も
理
解
で
き
大
変
有
意
義
な
研
修

で
あ
り
ま
し
た
。
ひ
ろ
し
ま
産
業
振

興
機
構
の
開
設
か
ら
現
在
に
至
る
組

織
形
態
の
変
遷
の
説
明
を
受
け
て
感

じ
た
こ
と
は
、
広
島
単
独
で
は
な
く

近
隣
県
や
、
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
大
き
な
枠
組
み
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
支
援
（
会
社
設
立
・
事
業
構
築

等
）
を
さ
れ
た
ほ
う
が
情
報
の
共
有

が
で
き
、
よ
り
詳
細
に
デ
ー
タ
が
と

れ
、
進
出
す
る
企
業
の
過
度
な
競
合

＊ 

ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所

（
目
的
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
状
況
と

広
島
県
内
企
業
進
出
状
況
に
つ
い
て
）

　

以
前
は
広
島
県
や
広
島
商
工
会
議

所
か
ら
駐
在
員
を
配
置
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
民
間
会
社
に
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
経
済
情

報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
県
内
企
業

と
現
地
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
の
支
援
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
特
質
と
し

て
、
人
件
費
や
家
賃
が
東
京
よ
り
も

高
く
、
開
業
資
金
以
上
に
運
転
資
金

に
余
裕
を
持
た
せ
な
い
と
事
業
展
開

の
ネ
ッ
ク
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
の

が
避
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

＊
全
体
を
通
じ
て
の
所
感

　

こ
の
度
の
視
察
で
は
、
2
か
国
を

訪
問
し
、
異
な
る
文
化
の
国
へ
日
本

企
業
が
進
出
す
る
難
し
さ
や
、
日
本

人
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
し
て
も
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
し
て
も
、
そ
の
国
の
発

展
の
た
め
に
は
国
民
性
を
理
解
し
丁

寧
な
対
応
を
し
て
い
か
な
れ
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
が
、
日
本
の
国
際
協
力
に

つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訪
問
国
は
、
日
本

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化

の
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
立
場
を

尊
重
し
手
を
取
り
合
っ
て
知
恵
を
出

し
、
様
々
な
課
題
を
克
服
で
き
る
環

境
が
で
き
る
こ
と
を
熱
望
し
ま
す
。

JETROシンガポール事務所

ひろしま産業振興機構シンガポール事務所
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総務委員会意見交換会
◆開催日時：平成30年５月21日（月）
◆開催場所：市役所第１委員会室
◆相手方：市内大学の学生
◆テーマ：大学生の地域貢献活動について

　学生が地域活動に参加しやすい環境づくりに
ついて、市内４大学の学生と意見交換を行いま
した。
（写真：広島大学学生ボランティア団体OPERATIONつ
ながりによる７月豪雨災害でのボランティア活動の様子）

文教厚生委員会意見交換会
◆開催日時：平成30年５月25日（金）
◆開催場所：市役所第１委員会室
◆相手方： 本市で活動している文化芸術団体等

に参加している方
◆テーマ：本市の文化芸術活動について

　本市における芸術文化活動の実態と、その課
題や展望について意見交換を行いました。

市民経済委員会意見交換会
◆開催日時：平成30年１月23日（火）
◆開催場所：市役所第２委員会室
◆相手方： ごみの減量化、資源化に取り組む団

体及び個人
◆テーマ： ごみ減量化・資源化への取り組みに

ついて

　実際に地域やご家庭で、ごみの減量化、資源
化に取り組まれている方との意見交換会を行い
ました。

建設委員会意見交換会
◆開催日時：平成30年３月20日（火）
◆開催場所：市役所第１委員会室
◆相手方：広島大学、
　　　　　近畿大学工学部の学生
◆テーマ：東広島市のまちづくりについて

　若者の東広島市に対するニーズ等を探るため、
学生の方を対象として意見交換を行いました。
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The letter from a citizen
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耳マーク

日本一○○な街とは
 山

やま
口
ぐち
　節

せつ
子
こ
（西条町）

豪雨災害を経験して
 上

かみ
坂
さか
　至
いたる
（安芸津町）

　40数年ぶりに帰ってきた故郷の発展には、

目を見張るところもあるが、人と人とのつな

がりの希薄さに心痛む今頃である。

　行政は今、どこを見据えてどこに向かって

いこうとしているのか理解しがたい。

　駅前の緑豊かな市民に愛されている公園が

危いと聞く。美術館に行く道路がつくと。い

つも子供の声がひびく、親子の唯一、安心し

て遊べる所、立派な藤棚の下では、花をめで

る人、涼を取る人など心やすめるオアシスと

なっている。

　この憩いの場を失う人たちの心の痛みや叫

びを聞いて下さい。行政は、小さき者、弱き

者の味方でなくてはならない。この街を創る

のは、この街に生きる多くの市民なのだから

……。

　まずはこの度の豪雨災害により、被災され

た皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　私が住む蚊無地域も大変な被害を被ってい

ます。しかしながら、多くの方々のご尽力に

より、わずか一週間余りで一部道路・電気・

水道が復旧し、最低限の暮らしができる状態

に回復しました。また、携帯電話が使えたお

陰で四方八方より情報提供・安否の確認・水

の供給・風呂の支援等、温かい言葉を掛けて

いただきました。改めて多くの方々に支えら

れ生かされていることを痛感し、感謝申し上

げる次第です。

　今後、また災害がいつどこで起きるかわか

りません。私にできることでお役に立てるこ

とを、微力ながら少しでも実行してまいりた

いと思います。

平成30年第3回定例会の日程

■委員会等のインターネット中継
　常任委員会や全員協議会の様子が、インターネットライブ中継で視聴できます。市議会ホームページからアクセスできます。
■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。

http: / /www.ci ty.higashihiroshima. lg. jp/shgikai / index.html 東広島市議会
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

龍王山総合公園（黒瀬町丸山）

森の中を歩いて森林浴ができます。
　龍王山総合公園は、公園利用者の休息・鑑賞・散歩・遊戯・運動など総
合的に利用していただくため、龍王山の優れた自然環境を活用した、総合
公園として整備されています。
　地域住民の交流の場、子どもから高齢者まで幅広い年齢層が楽しめる場
としての利用が可能です。


